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地
の
学
生
寮
や
地
域
連
携
セ
ン
タ

ー
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
後

半
は
参
加
し
た
26
人
が
4
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
、「
大
学
と
コ
ラ

ボ
し
て
解
決
で
き
る
こ
と
」
と
そ

の
方
法
に
つ
い
て
知
恵
を
出
し
合

い
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ご
と
の
発
表
で
は
、

「
育
ち
合
う
こ
と
が
大
事
で
、
学

生
と
一
緒
に
活
動
す
る
こ
と
で
地

域
が
育
つ
こ
と
を
期
待
す
る
」「
学

生
に
地
域
を
好
き
に
な
っ
て
欲
し

い
。
そ
の
た
め
に
は
地
域
の
企
業

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
講
師
に
な
っ
た
り
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
受
け
入
れ

る
こ
と
で
、
互
い
の
関
係
づ
く
り

を
」「
哲
学
を
共
に
学
び
合
い
、

地
域
に
貢
献
を
」
な
ど
の
意
見
が

出
ま
し
た
。
講
師
か
ら
は
「
今
回

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
き
っ
か
け

に
、
ぜ
ひ
大
学
や
生
徒
と
コ
ラ
ボ

を
お
願
い
し
た
い
」
と
要
望
も
出

ま
し
た
。

　
「
Ｐ
Ｏ
Ｐ 

Ｕ
Ｐ
知
恵
出
し
会

議
」
は
年
6
回
程
度
開
催
予
定
で

す
。
1
月
12
日
に
は
㈱
エ
ム
ウ
ェ

ー
ブ
社
長
、
土
屋
龍
一
郎
さ
ん
を

招
い
て　
「
長
野
五
輪
か
ら
20
年

?! 

冬
の
ス
ポ
ー
ツ
を
考
え
る 

」

を
予
定
し
て
い
ま
す
。（
文
：
寺
澤
）

　

当
セ
ン
タ
ー
ま
ん
ま
る
の
新
企

画
、
毎
回
地
域
の
ホ
ッ
ト
な
話
題

を
取
り
上
げ
、
知
恵
を
出
し
合
い

社
会
を
変
え
て
い
く
「
Ｐ
Ｏ
Ｐ 

Ｕ
Ｐ
知
恵
出
し
会
議
」
が
11
月
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
３
年
5
月
よ
り
3
年
半

に
わ
た
り
、
月
1
回
行
っ
て
き
た

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

サ
ー
ク
ル
（
Ｓ
Ｃ
Ｃ
）
は
9
月
で

最
終
回
を
迎
え
ま
し
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ

だ
け
で
は
な
く
、フ
リ
ー
ラ
ン
ス
、

企
業
家
、
専
門
家
、
商
店
主
、
学

生
、
行
政
職
員
な
ど
２
０
０
名
以

上
の
参
加
者
が
出
会
い
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

上
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
っ
て
い

ま
す
。
Ｐ
Ｏ
Ｐ 

Ｕ
Ｐ
知
恵
出
し

会
議
は
そ
の
人
脈
を
生
か
し
て
、

情
報
提
供
者
を
迎
え
て
地
域
の
ニ

ュ
ー
ス
や
課
題
に
関
し
て
学
び
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
参
加
者

が
知
恵
を
出
し
合
お
う
と
い
う
も

の
で
す
。

　

第
１
回
は
「
30
年
4
月
に
長
野

県
立
大
学
が
で
き
る
っ
！
」
と
題

し
て
、
長
野
県
立
大
学
設
立
準
備

室
担
当
職
員
の
金
子
功
さ
ん
と
馬

場
武
親
さ
ん
が
、
新
設
さ
れ
る

学
科
や
定
員
、
交
流
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
、
そ
し
て
後
町
小
学
校
跡
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齋
藤
さ
ん
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と

そ
れ
を
応
援
す
る
人
々
が
集
ま

り
、
な
が
の
街
な
か
市
場
の
開
催

へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。
齋
藤
さ
ん

の
「
カ
フ
ェ
ま
ん
ま
る
で
お
話
し

ま
す
」
の
一
声
に
、
実
行
委
員
会

の
仲
間
が
資
料
づ
く
り
に
協
力
。

そ
ん
な
仲
間
づ
く
り
が
日
頃
の
活

動
に
生
き
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
4
回
目
最
終
回
は
、『
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
夢
空
間
松
代
の
ま
ち
と

心
を
育
て
る
会
』
事
務
局
長
の
三

田
今
朝
光
さ
ん
と
共
に
、「
歴
史

文
化
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
in

松
代
」
と
題
し
た
座
談
会
と
な
り

ま
す
。
松
代
地
区
を
ま
る
ご
と
博

物
館
に
す
る
と
い
う
構
想
の
も

と
、
ま
ち
づ
く
り
は
ど
の
よ
う
に

行
わ
れ
て
い
る
の
か
、
学
び
語
り

合
い
ま
し
ょ
う
。（
文
：
増
田
）

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
カ
フ
ェ
ま

ん
ま
る
は
、
今
年
度

4
回
シ
リ
ー
ズ
と
し

て
「
な
が
の
ま
ち
づ

く
り
座
談
会
」
を
企

画
開
催
し
て
い
ま

す
。
ま
ず
４
月
、「
門

前
を
も
の
づ
く
り
で

さ
ら
な
る
賑
わ
い
の

場
に
！
」
を
テ
ー
マ

に
、
２
０
１
３
年
か

ら
始
ま
っ
た
『
善
光

寺
び
ん
ず
る
市
』
実

行
委
員
長
の
箱
山
正

一
さ
ん
を
囲
ん
で
座

談
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
善
光
寺
び
ん
ず

少
し
変
え
る
だ
け
で
も
写
真
の
見

映
え
が
違
う
こ
と
が
分
か
っ
た
」

「
教
わ
っ
た
こ
と
を
す
ぐ
試
し
て

み
た
い
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

　

次
回
、３
月
４
日
（
土
）
に
は
、

再
び
「
写
真
撮
影
の
基
礎
知
識
」

を
開
講
し
ま
す
。
ブ
ロ
グ
・
Ｓ
Ｎ

Ｓ
や
チ
ラ
シ
に
使
う
写
真
の
コ
ツ

や
、
構
図
・
明
る
さ
の
話
な
ど
を

学
び
ま
す
。
ス
マ
ホ
や
デ
ジ
カ
メ

で
気
軽
に
ト
ラ
イ
で
き
る
撮
影
の

ツ
ボ
が
満
載
で
す
。
前
回
受
講
で

き
な
か
っ
た
方
、
市
民
活
動
を
し

て
い
て
広
報
を
も
っ
と
上
手
に
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
方
、
ぜ
ひ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
一
緒
に
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

（
講
師
・
文
：
立
岡
）

講
座
で
は
、
ま
ず
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
は

な
ぜ
広
報
が
必
要
な
の
か
」「
よ

い
写
真
と
は
な
ん
な
の
か
」
と
い

う
基
本
を
確
認
し
ま
し
た
。
そ
こ

か
ら
見
映
え
の
す
る
構
図
を
は
じ

め
、
モ
ノ
を
撮
る
と
き
や
イ
ベ
ン

ト
を
撮
影
す
る
と
き
な
ど
の
シ

チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
別
に
コ
ツ
を
学

び
ま
し
た
。
ス
ラ
イ
ド
の
作
例
を

見
な
が
ら
解
説
。

　

ま
た
、
途
中
3
回
ほ
ど
実
際
に

受
講
者
も
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
撮
影

の
体
験
を
し
ま
し
た
。
机
に
置
い

た
チ
ラ
シ
や
マ
グ
カ
ッ
プ
な
ど
を

被
写
体
に
し
て
み
た
り
、
3
人
1

組
に
な
っ
て
2
人
が
話
し
て
い
る

と
こ
ろ
を
も
う
１
人
が
撮
影
す

る
「
人
物
撮
影
」
の
練
習
を
し
た

り
し
ま
し
た
。
真
剣
な
表
情
で
講

義
を
聴
い
て
い
た
受
講
者
も
、
撮

影
体
験
の
時
に
は
互
い
に
会
話
や

交
流
も
生
ま
れ
、
写
真
を
撮
る
こ

と
以
上
の
収
穫
が
あ
っ
た
よ
う
で

す
。

　

受
講
者
か
ら
は
「
カ
メ
ラ
は

買
っ
た
時
の
ま
ま
オ
ー
ト
で
し
か

撮
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
け
れ

ど
、
知
ら
な
い
機
能
を
知
る
こ
と

が
で
き
て
よ
か
っ
た
」「
構
図
を

　

市
民
活
動
を
す
る
に
は
、
上
手

な
広
報
が
不
可
欠
で
す
。
あ
な
た

の
団
体
は
「
伝
わ
る
広
報
」
で
き

て
い
ま
す
か
？

　

昨
年
９
月
22
日
、
第
３
回
「
広

報
の
い
ろ
は
」
と
し
て
「
写
真
撮

影
の
基
礎
知
識
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
大
入
り
満
員
と
な
っ
た
こ
の

菜
や
果
物
を
出
品
。
プ
ロ
の
ク
ラ

フ
ト
品
や
マ
マ
の
手
作
り
品
。
こ

れ
か
ら
店
を
出
す
パ
テ
ィ
シ
エ

等
々
。「
出
展
者
が
将
来
、
固
定

の
お
店
を
も
っ
て
く
れ
る
こ
と
」

を
強
く
願
っ
て
い
る
箱
山
さ
ん
。

自
身
も
善
光
寺
周
辺
に
暮
ら
す
老

舗
ふ
と
ん
店
の
４
代
目
で
す
。

　

続
い
て
7
月
は
、『
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
門
前
創
造
会
議
』
理
事
長
を
務

め
る
寺
久
保
尚
哉
さ
ん
を
囲
ん

で
、「
郊
外
型
ま
ち
づ
く
り
か
ら

門
前
町
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」

と
し
て
、
善
光
寺
門
前
界
隈
、
中

心
市
街
地
に
人
が
集
ま
る
秘
策
に

つ
い
て
皆
で
語
り
合
い
ま
し
た
。

賑
わ
い
あ
る
町
に
す
る
に
は
、
ず

ば
り
「
観
光
客
」
が
立
ち
寄
る
町

と
な
る
こ
と
。
善
光
寺
界
隈
に

は
、
そ
の
観
光
客
が
立
ち
寄
れ
る

も
の
、
祭
り
等
あ
る
が
、
そ
の
発

信
が
十
分
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

が
人
が
集
ま
ら
な
い
要
因
の
ひ
と

つ
で
は
な
い
か
と
検
証
。

　

3
回
目
の
10
月
は
、『
な
が
の

街
な
か
市
場
』
実
行
委
員
長
の
齋

藤
幸
代
さ
ん
が
企
画
。「
人
を
つ

な
ぐ
・
街
を
つ
な
ぐ
〜
み
ん
な
が

夢
を
語
れ
る
ま
ち
づ
く
り
〜
」
と

題
し
た
座
談
会
。
な
が
の
街
な
か

市
場
は「
長
野
の
魅
力
を
伝
え
る
」

が
コ
ン
セ
プ
ト
。
ま
ず
、
こ
の
市

を
開
催
す
る
ま
で
の
軌
跡
か
ら
。

三
田
今
朝
光
さ
ん

箱
山
正
一
さ
ん

寺
久
保
尚
哉
さ
ん

齋
藤
幸
代
さ
ん

実際にカメラを持つ場面も

る
市
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
手
づ
く

り
」。
農
家
は
自
分
で
作
っ
た
野

「ながのまちづくり座談会シリーズ」報告

…賑わいの立役者４人が企画

伝
わ
る
写
真
撮
れ
て
い
ま
す
か
？

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座　

〜
広
報
の
い
ろ
は
〜
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2017 年 1 月〜 3月 市民協働サポートセンター　　　　　スケジュール

地域を元気にする活動を応援します！
―平成29年度ながのまちづくり活動補助金―

　市では、次のテーマに該当し、市民の皆さんが自主的に取り
組むまちづくり活動を、資金面で支援しています。
　「地域や社会のためになる活動をしたいけど資金がない」、「活
動を充実したい」、「軌道に乗るまでの資金が不足している」な
どとお考えの皆さん、「ながのまちづくり活動補助金」をご活
用ください。

■テーマ
①暮らし続ける環境づくりに向けた魅力ある地域づくり
②交流人口増加に向けた賑わいあるまちづくり
③定住人口の増加に向けた活力のあるまちづくり

■対象要件
▼団体／構成員が 5 人以上（市内在住・在勤・在学の人を

含む）の市内で活動する団体
▼活動／平成 30 年 3 月 31 日までに完了する活動で、他

の補助金などを受けていないもの
■対象経費

活動の実施に要する経費（例：印刷代、広告宣伝費、消耗品
費、講師への謝礼金など。）
※団体の事務所維持費など管理的な経費は対象になりません。

■補助金の種類・金額
【企画・研究部門】（１事業につき１回まで）

市民自らが行うまちづくり活動のための調査や勉強会の開
催など、企画・研究・計画策定を主な目的とする活動
▼補助率　10 分の 10（限度額 10 万円）

【実践活動部門】（１事業につき最大３回ま
で）
まちづくりに熱意やアイデアを持つ市民
が自主的に企画し、実施する活動
▼ホップコース（１回目）：

補助率 10 分の 8（限度額 100 万円）

▼ステップコース（２回目）：
補助率 10 分の 6（限度額 60 万円）

▼ジャンプコース（３回目）：
補助率 10 分の 4（限度額 40 万円）

※ホップコースには、設立 2 年未満などの条件に該当する
団体のみが申し込みできる「スタート枠」を設けています

（限度額 50 万円）。
■募集要領・応募用紙の配布場所

市役所地域活動支援課、各支所、各市
立公民館、市民協働サポートセンター

（もんぜんぷら座 3 階）および市ボラ
ンティアセンター（ふれあい福祉セン
ター 1 階）
※市ホームページからダウンロードもできます。

■申し込み
応募用紙に必要事項をご記入の上、1 月 16 日（月）～ 2
月１５日（水）（土・日曜日、祝日を除く）に、直接、地域
活動支援課へ

■募集説明会
とき ところ

1 月 12 日㈭ 18：30 ～ 21：00 もんぜんぷら座　会議室 304
1 月 15 日㈰ 14：00 ～ 16：30 もんぜんぷら座　会議室 304

※内容はすべて同じです。また、本事業への応募に関する無
料講座も併せて開催します。

■公開審査会
補助金の交付団体は、書類審査のほか、4 月に開催する公開
審査会での発表（プレゼンテーション）を審査して決定しま
す。
◎詳しくは、市ホームページ（12 月下旬公開予定）をご覧

いただくか、下記までお問い合わせください。
＜問い合せ先＞

[ 地域活動支援課 ]　電話 224-5033、ＦＡＸ 224-8596
Ｅメール：chiiki@city.nagano.lg.jp

タイトル 日時 会場・費用 内容

ＮＰＯ初歩講座
「きほんのき」

1 月 25 日㈬ 13：30 ～ 16：00
2 月 22 日㈬ 13：30 ～ 16：00
3 月 22 日㈬ 18：30 ～ 21：00

市民協働サポートセンター
300 円

「ＮＰＯってなぁに？」この講座ではそんな疑問にお答えし
ていきます。法人を設立したいという人もまずはこの講座か
ら始めましょう。毎回ゲストに、市内 NPO 法人を招いて生
の声をお聞きします。

ＮＰＯステップアップ講座
広報のいろは「写真撮影の基礎知識」 3 月　4 日㈯　13：30 ～ 16：00

もんぜんぷら座
304 会議室

300 円

ブログ・SNS やチラシに使う写真のコツや、構図・明るさ
の話などを学びます。スマホやデジカメで気軽にトライでき
る撮影のツボが満載。講師/立岡淳志(まんまるコーディネー
ター・写真家 )

ポップアップ知恵出し会議「長野五輪か
ら 20 年 ?! 冬のスポーツを考える」 1 月 12 日㈭ 18：00 ～ 20：30

もんぜんぷら座
302 会議室

無料

地域のホットな話題を取り上げ、知恵を出し合い社会を変え
るための「POP UP 知恵出し会議」第２回目は㈱エムウェー
ブ社長、土屋龍一郎さんを招いて、長野オリンピックミュー
ジアム世界登録の秘話と、2018 年、長野五輪 20 周年の
イベントに向け、一緒に冬のスポーツ振興について考えます。

大人の遠足「いざ、エムウェーブへ！～
世界登録した五輪博物館を見よう！
スピードスケートを観戦しよう！～」

2 月 5 日㈰　受付 10：00
10：15 ～ 12：40

エムウェーブ
集合 : 北側入口

無料

1998 年長野五輪のスピードスケート会場だったエム
ウェーブで、世界登録された「長野オリンピックミュージア
ム」を見学。更に「第 37 回全国中学校スケート大会」を観
戦し、ウインタースポーツ振興について市民としてできるこ
とを考えます。

新！元祖
ながのまちづくり座談会④

「歴史文化を活かしたまち
づくり in 松代～信州松代
まるごと博物館構想～」

1 月 19 日㈭ 18：30 ～ 20：30 市民協働サポートセンター
無料

シリーズ「ながのまちづくり座談会」（年 4 回）の最終回。
「NPO 法人夢空間松代のまちと心を育てる会」事務局長の三
田今朝光さんをコーディネーターに迎え、住んで暮らしやす
い、訪れて心憩えるまちづくりをみなで考えていきます。

「プレ・ヒューマンライブ
ラリー ( 人間図書館 )」 2 月 26 日㈰ 13：30 ～ 16：00

もんぜんぷら座
地下ホール

無料

経験や個性ある人を貸し出す HUMAN LIBRARY は 2000
年デンマーク発祥の世界的な活動です。人の生き方や人生を
本に見立てて、約 30 分ずつ話を聞きます。企画協力 :「アー
ト×地域×人～生きる事はアートだ～実行委員会 (7 月 30
日開催予定 )」。
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Pick up! NPO!

親
子
が
公
園
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
「
今
後
は
珍
し
い
花
を
植
え
て
、

も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
が
花
を
観

に
訪
れ
た
い
と
思
え
る
公
園
に
で

き
た
ら
」
と
代
表
の
倉
澤
利
夫
さ

ん
は
話
し
ま
す
。

　

来
春
に
は
花
で
彩
ら
れ
、
地
域

住
民
に
と
っ
て
親
し
み
の
あ
る
公

園
と
な
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

（
取
材
・
文
：
矢
口
）

運
動
公
園
東
団
地
遊
園
地「
い
こ
い
の
会
」

☎
０
９
０
―
３
３
３
３
―
２
４
８
９

メ
ー
ル
：

　

mizukosi1946@mx1.avis.ne.jp

交
流
は
深
ま
り
、
会
話
を
し
な
が

ら
楽
し
く
作
業
が
進
み
ま
し
た
。

花
壇
づ
く
り
を
始
め
て
か
ら
、
花

を
観
に
公
園
を
訪
れ
る
子
ど
も
達

が
増
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
「
い
こ
い
の

会
」
の
継
続
的
な
活
動
が
認
め

ら
れ
、「
な
が
の
花
と
緑
大
賞

２
０
１
６
・
愛
護
会
奨
励
賞
」
を

受
賞
。
授
与
さ
れ
た
ユ
リ
の
球
根

も
、
今
回
の
作
業
で
一
緒
に
植
え

ま
し
た
。

　
花
壇
の
整
備
作
業
以
外
に
も
、
８

月
に
は
会
員
が
飼
育
し
て
い
る
ス
ズ

ム
シ
の
頒
布
会
を
行
い
、
30
人
も
の

く
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
を
開
始

し
ま
し
た
。

　

昨
年
は
３
月
か
ら
、
月
１
回
の

ペ
ー
ス
で
花
壇
の
整
備
作
業
を
行

い
ま
し
た
。
11
月
13
日
の
昨
年
最

後
の
作
業
に
は
10
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
「
１
年
を
通
し
て
花
の
咲
い
て

い
る
公
園
に
し
た
い
」
と
、
４
つ

の
花
壇
毎
に
花
の
種
類
や
配
置
を

工
夫
し
、
寒
い
時
期
に
も
花
が
咲

く
パ
ン
ジ
ー
や
ビ
オ
ラ
の
苗
に
加

え
て
、
春
に
花
咲
く
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
や
ヒ
ヤ
シ
ン
ス
、
水
仙
等
の
球

根
も
植
え
ま
し
た
。
会
員
同
士
の

　
〝
運
動
公
園
東
団

地
遊
園
地
「
い
こ
い

の
会
」〞
は
石
渡
地

区
に
あ
る
８
常
会
の

14
人
で
平
成
27
年
６

月
に
設
立
し
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

で
す
。

　

公
園
の
花
壇
づ
く

り
を
通
し
て
、
世
代

を
超
え
た
地
域
の
人

達
の
交
流
の
場
を
つ

者
と
の
交
流
が
楽
し
い
企
画
で

す
。
ま
た
、
来
て
く
れ
る
だ
け
で

い
い
、
お
昼
寝
し
て
も
な
ん
で
も

OK
の
「
な
〜
ん
に
も
し
な
い
日
」

等
も
開
催
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最
終
目
標

は
、「
世
界
平
和
」
で
す
。
そ
の

た
め
に
、
ま
ず
、
身
近
な
地
域
か

ら
良
く
し
て
い
く
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。（
取
材
・
文
：
中
城
）

さ
ん
ぼ
ん
や
な
ぎ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

☎
０
８
０
―
３
４
１
８
―
０
０
８
８

メ
ー
ル
：

　

sanbonproject@gm
ail.com

本
当
に
周
り
の
み
な
さ
ん
に
助
け

ら
れ
て
今
日
が
あ
る
の
で
す
」
と

こ
こ
ま
で
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

ま
た
、「〝
こ
こ
に
居
る
だ
け
で
、

そ
れ
だ
け
で
い
い
ん
だ
よ
〞
と
い

う
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た

い
」
と
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
へ

の
思
い
が
活
動
の
根
幹
に
あ
り
ま

す
。

　

今
後
「
さ
ん
ぼ
ん
や
な
ぎ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
信
州
こ
ど
も
食

堂
「
さ
ん
ぼ
ん
や
な
ぎ
食
堂
」
を

三
本
柳
地
区
セ
ン
タ
ー
で
月
1
回

開
催
し
ま
す
。
中
学
生
ま
で
無
料

で
、
料
理
を
一
緒
に
作
っ
て
食
べ

た
り
、
宿
題
を
持
っ
て
き
て
一
緒

に
勉
強
す
る
な
ど
、
地
域
の
年
配

販
売
、に
ぎ
ら
な
い
お
に
ぎ
り「
お

に
ぎ
ら
ず
」
や
味
噌
汁
の
ふ
る
ま

い
等
、
計
７
団
体
に
よ
る
出
店
が

あ
り
ま
し
た
。

　

企
画
の
中
心
と
な
っ
た
岡
宮
真

里
さ
ん
は
、
赤
十
字
奉
仕
団
等
で

の
経
験
を
通
じ
て
、
地
域
の
問
題

を
「
自
分
ご
と
」
と
し
て
感
じ
る

よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
マ
ル

シ
ェ
の
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
積

極
的
な
広
報
活
動
は
特
に
行
わ
な

か
っ
た
そ
う
で
す
が
、
日
頃
か
ら

の
地
域
の
つ
な
が
り
で
、
自
然
と

多
く
の
出
店
団
体
と
参
加
者
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
マ

ル
シ
ェ
の
運
営
に
関
し
て
も
「
苦

労
し
た
こ
と
は
何
も
な
か
っ
た
。

　

昨
年
12
月
4
日

（
日
）、
長
野
市
三
本

柳
中
央
公
園
で
、「
し

ば
ふ
マ
ル
シ
ェ
」
が

初
め
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
主
催
は
、
子

ど
も
を
中
心
と
し
た

地
域
の
居
場
所
づ
く

り
に
取
り
組
む
「
さ

ん
ぼ
ん
や
な
ぎ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
で
す
。

　

暖
か
さ
を
テ
ー
マ

に
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
や
お
や
き
の

11 月 13 日　花壇に花を植える参加者 12 月 4 日　三本柳中央公園の「しばふマルシェ」

地
域
の
公
園
を
花
で
憩
い
の
場
に

住
民
の
力
で
地
域
の
絆
づ
く
り
を

運
動
公
園
東
団
地
遊
園
地「
い
こ
い
の
会
」

さ
ん
ぼ
ん
や
な
ぎ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

—地域の課題を解決 ! 子どもたちのための活動紹介—


